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「Ａ 話すこと・聞くこと」と〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕（オ（ア）修飾と被修飾
との関係など、文の構成について初歩的な理解をもつこと。）との関連を意識した指導例 

教師：「○○さんのスピーチを
聞いた感想を発表しま
しょう。」 

児童：「上手だった!」 
教師：「そうですね。」

児童：「上手だった!」 
教師：「どこが、どのように上手だと

思ったのですか?」 
児童：「はい。○○さんの取り上げた

例が、話の内容に合っていた
ので上手だと思いました。」 

小学校学習指導要領の構成 

 
各領域の内容と伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項の内容との関連を意識した指導例 

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力及び
言語感覚を養い、国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育てる。 

「Ｂ書くこと」の領域
○ 内 容 

「Ｃ読むこと」の領域
○ 内 容 

「Ａ話すこと・聞くこと」の領域
○ 内 容 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項：各領域の指導を通して指導する。 

各学年の目標 
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学習指導要領の具体例（「Ｃ読むこと」の内容のウ：文学的な文章の解釈に関する指導事項）

 

＜指導例＞○ 会話文から、登場人物の行動の様子を自由に想像させる指導 
○ 会話文と自分の体験とを結び付けて想像させる指導 

＜指導例＞○ 登場人物の気持ちの変化から、場面の移り変わりを読み取らせる指導 
○ 想像の基になる言葉をはっきりさせる指導

＜指導例＞○ 登場人物の心情が分かる表現を読み取らせる指導 
○ 場面について描写する言葉の使い方を考えさせる指導
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話し方 

言葉遣い 

語 句 

文のつくり 

文 字 

文章のつくり 

大体の意味をとらえる力 話題をとらえて話し合う力 書く事柄を明らかにする力 

文章を組み立てる力 

文章を見直す力 

各 種 調 査 等 で 見 ら れ た 課 題 

国 語 科 の 指 導 基 準 

学習指導要領を踏まえ、「言葉を使いこなす力」と「知識・理解・技能」に整理 

言  葉  を  使  い  こ  な  す  力

知 識 ・ 理 解 ・ 技 能 

話すこと・聞くこと 読むこと書くこと 

文章を読み、考える力 
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① 話題をとらえて話し合う力

言葉を使いこなす力 
学習指導要領 

知識・理解・技能 
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「話題をとらえて話し合う力」を育てる段階的な指導

○ 経験したことのある話題について、自分の
考えをもつことができる。 
○ 自分の考えの中から伝えたい事柄を選び、
話すことができる。 
○ 分からない点はないか、気を付けて聞くこ
とができる。 
○ かわるがわる話し、分からないことをたず
ねたり答えたりできる。 

○ 具体的な話題について、自分の考えをもつ
ことができる。 
○ 自分の考えとその理由を話すことができ
る。 
○ 自分の考えと比べながら聞くことができ
る。 
○ 順序よく発表し、互いの考えを知ることが
できる。 

◎ 解決すべき問題について、自分の意見をも
つことができる。 
◎ 事実と意見とを区別して話すことができ
る。 
◎ 相手の考えの理由に着目して聞くことが
できる。 
◎ 発表された意見を比較して、意見をまとめ
ることができる。

話題をとらえて話し合う力 
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言葉を使いこなす力 

① 書く事柄を明らかにする力

② 文章を組み立てる力

③ 文章を見直す力 

学習指導要領 

知識・理解・技能 
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「書く事柄を明らかにする力」を育てる段階的な指導

○ 実際に見たことや聞いたことなどを手がか

りにして、伝えたい事柄を見付けることがで

きる。

○ 疑問に思ったことや、感動したことなどを

手がかりにして、伝えたい事柄を見付けるこ

とができる。 

◎ 相手、目的、条件に応じて、伝えたい事柄

を明らかにする。 

○ 相手に応じて、報告、説明、紹介などの視

点を手がかりにして、伝えたい事柄を明らか

にすることができる。 

書く事柄を明らかにする力 
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「文章を組み立てる力」を育てる段階的な指導 

○ 主語にあたる部分と述語にあたる部分を互

いに対応させて、文を書くことができる。 

○ いくつかの文をつなげ、段落をつくって書

くことができる。 

文章を組み立てる力 

○ 段落と段落をつなげ、文章全体を組み立て

て、書くことができる。

◎ 相手や目的に応じて、様々に文章を組み立

てて書くことができる。 
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「文章を見直す力」を育てる段階的な指導

○ 伝えたい事柄が書けているか、自分の書い

た文を読み返すことができる。 

○ 伝えたい事柄が書けているか見直し、間違

いを正すことができる。 

◎ 伝えたい事柄が書けているか確かめ、文章

の組立を改めることができる。 

文章を見直す力 

 − 18 −  − 19 −



- 20 -

言葉を使いこなす力 

① 大体の意味をとらえる力

学習指導要領 

知識・理解・技能 

② 文章を読み、考える力
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「大体の意味をとらえる力」を育てる段階的な指導 

○ 正しく行をたどり、文章全体を読むことが

できる。 

○ 人物の行動に基づいて場面の様子をとらえ

ることができる。 

○ それぞれの段落に共通する語句をとらえる

ことができる。 

○ 人物の行動や心情の変化をとらえることが

できる。 

○ 筆者の考えとその理由をとらえることがで

きる。 

◎ 文章の中心となる内容をとらえる。
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「文章を読み、考える力」を育てる段階的な指導 

○ 文章を読み、好きなところやおもしろいと

ころを見付けることができる。 

○ 文章を読み、自分の経験などと比べながら

考えをもつ。 

○ 文章を読み、理由を明らかにして自分の考

えをもつ。

◎ 文章を読み、その善悪、美醜、是非などに

ついて考えをもつ。
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学習指導要領 

① 文のつくり 

③ 語句 

④ 文字 

⑤ 話し方 

⑥ 言葉遣い 

② 文章のつくり 

知識・理解・技能 
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「文のつくり」についての段階的な指導 

○ 主語に当たる部分と述語に当たる部分を互

いに対応させて、話したり書いたりできる。

○ 修飾と被修飾との関係や文の構成に注意し

て、話したり書いたりできる。 

◎ 文のつくりについての知識・理解・技能を

繰り返し確認し、話したり書いたりすること

ができる。 

文のつくり 
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「文章のつくり」についての段階的な指導

○ いくつかの文で、一つの内容を表すことが

できることに気付く。 

○ 段落は、いくつかの文が集まって一つの内

容を表していることが分かる。

○ 文章は、いくつかの段落がつながってでき

ていることが分かる。 

◎ 文章によって、様々な段落のつながり方が
あることが分かる。 

文章のつくり 
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「語句」についての段階的な指導 

○ よく分からない語句を見付け、たずねるこ

とができる。 

○ 語句の意味や使い方を調べることができる。

○ 語句の意味や使い方を調べることが、習慣

として身に付いている。 

語句 
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「文字」についての段階的な指導 

○ 分からない漢字をたずねることができる。 

○ 分からない漢字を調べることができる。 

○ 分からない漢字の意味を「へん」や「つく

り」などから、類推することができる。

○ 漢字を調べることが、習慣として身に付い

ている。

文字 
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「話し方」についての段階的な指導 

○ 姿勢や口形に気を付けて明瞭な発音で話す

ことができる。 

○ 学級全体に話すときと、グループで話すと

きの音量、速さに注意して話すことができる。

◎ 話す音量や速さ、言葉の調子や間の取り方

に注意して話す。 

話し方 
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「言葉遣い」についての段階的な指導 

○ 普通の言葉遣いと丁寧な言葉遣いとの違い

に気付く。 

○ 相手や場に応じて、丁寧な言葉で話すこと

ができる。 

○ 相手や場に応じて、日常よく使われる敬語

を用いて話すことができる。

◎ 話し言葉と書き言葉との違いについて理解

し、適切に使って話すことができる。

言葉遣い 
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話題をとらえて話し合う力 
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